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伝統的な建築は衣食住の文化・歴史・技術を積み重ねたものです。
伝統木造構法の成立や生業・資源との関係について研究していま
す。伝統構法を現代に活かした設計や歴史的建築の改修設計をし
ています。
○伝統木造技術の再評価
日本やアジアを中心に民家や集落について調査研究を行なってい
ます。実測や聞き取りを中心としたフィールドワークを行い、伝統的
な建築や集落が持つ特性について考察します。
○新しい木造構法の開発
民家などの伝統建築にみられる建築技術はその土地の風土や文
化を反映したものです。木の特性や地域文化を継承し、現代に求
められる新しい構法開発を行っています。
○歴史的建築の再生改修設計
スクラップアンドビルドの時代から現在あるものをうまく利用するス
トック型社会にかわりつつあります。増築・改築・減築など、すでに
ある建築を使い続ける方法や、保存だけでない改修設計や現代の
あり方について考察します。
アピールポイント：
伝統木造構法の研究や歴史的建造物を現代に活用し、地域の建
築文化に貢献できるよう研究・設計活動を行っています。

○伝統木造構法の再評価

○歴史的建築の再生改修設計

○新しい木造建築の構法開発


	スライド番号 1

